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	山洋電気株式会社（本社：東京都豊島区、代表取締役会長 山本茂生）のグループ会社である台灣山洋電氣股份有限公司（董事総経理 陳麗珠）は、グローバルな製品開発を推進するため、台湾にテクノロジーセンターを開設いたします。
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	1. テクノロジーセンター開設の目的
	当社グループは、2021年4月より、「第9次中期経営計画」をスタートしました。この計画では、「世界中のいかなるお客さまへも、トップブランドにふさわしい高品質な製品とサービスを提供する」ことを行動指針のひとつに据え、その実現を目指しグループ全体でさまざまな施策に取り組んでいます。
	当社グループは、2021年4月より、「第9次中期経営計画」をスタートしました。この計画では、「世界中のいかなるお客さまへも、トップブランドにふさわしい高品質な製品とサービスを提供する」ことを行動指針のひとつに据え、その実現を目指しグループ全体でさまざまな施策に取り組んでいます。
	このような取り組みの中、当社グループではこのたび、グループ会社である台灣山洋電氣股份有限公司内に、クーリングシステム製品の設計・開発を担う新たなテクノロジーセンター「台灣山洋電氣股份有限公司 テクノロジーセンター」（以下、「台湾テクノロジーセンター」という）を開設することといたしました。
	このような取り組みの中、当社グループではこのたび、グループ会社である台灣山洋電氣股份有限公司内に、クーリングシステム製品の設計・開発を担う新たなテクノロジーセンター「台灣山洋電氣股份有限公司 テクノロジーセンター」（以下、「台湾テクノロジーセンター」という）を開設することといたしました。
	データセンタやICT産業の世界的なマーケットである台湾を拠点に、世界中のお客さまに向けて高品質な製品をスピーディーに提供してまいります。
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	2. 台灣山洋電氣股份有限公司 テクノロジーセンターの概要
	2. 台灣山洋電氣股份有限公司 テクノロジーセンターの概要
	台灣山洋電氣股份有限公司は、台北市に本社を有する当社グループの主要営業拠点です。台湾を中心とする営業活動に加え、併設するテクニカルセンターでは現地のニーズをとらえた技術サービスもおこなうなど、市場の拡大と高品質なサービスの提供を実現してまいりました。
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	このたびあらたに開設する台湾テクノロジーセンターは、日本国内で稼働中のテクノロジーセンター（長野県上田市）と、SANYO DENKI PHILIPPINES、INC. テクノロジーセンター（フィリピン・スービック経済特別区）に続く、当社グループ３拠点目のテクノロジーセンターです。開設日は、2022年4月1日を予定しています。
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	この台湾テクノロジーセンターでは、おもにクーリングシステム製品の設計・開発をおこないます。情報通信分野の需要が活発な台湾において、クーリングシステム製品の設計・開発を現地でおこなうことで、よりお客さまのニーズに応える製品をスピーディーに提供してまいります。また、これまでに培われた現地ネットワークとサプライチェーンを活かした新製品開発にも取り組み、当社グループにおけるクーリングシステム製品の新たな技術開発拠点として、グローバルに製品とサービスを展開してまいります。
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	当社クーリングシステム製品　一例
	当社クーリングシステム製品　一例
	台灣山洋電氣股份有限公司　テクノロジーセンター　内部
	台灣山洋電氣股份有限公司　テクノロジーセンター　内部
	台灣山洋電氣股份有限公司　テクノロジーセンター　音響電波無響室
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